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鞠智城は､大陸との緊張が増すなか、
大和朝廷が築いた古代山城のひとつ。
鞠智城は7世紀後半､今から約1300年前に大和朝廷によっ

て築城された古代山城です｡ 6 6 0年 ､唐と新羅の連合軍に
よって、日本と友好関係にあった百済が滅ぼされます。日本
は百済に援軍を送り込みますが663年に白村江の戦いで大
敗｡その結果､唐 ･新羅から日本が侵攻の危機にさらされる
ことになりました。

そこで大和朝廷は西日本の各地に城を築いて防衛体制を
整えたのです ｡鞠智城の築城に関する正確な年代は判明し
ていませんが ､大宰府政庁防衛のために築かれた大野城や
基舞城と同じ665年ごろに造られたと考えられます。
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築城には朝鮮半島の技術が
ふんだんに使われた。
鞠智城跡では国内の古代山城で唯一 ､朝鮮半島の山城でもみ 〃

り

られる八角形建物跡が発見されていることや ､版築工法で土塁 0

が築かれていることからもわかるように ､築城にあたって朝鮮 0m､ることからもわかるように ､築城にあたって朝鮮 0Ⅳ期
0

半島の最新技術がふんだんに使われています。
0

貯水池跡から発見された百済系の銅造菩薩立像●蕊半紀
は、その大きさから念持仏と考えられ､百済の高官 0鞠智城の終末期

が築城の指導などで鞠智城を訪れた際に持ち込ん ：
だものと推察されます。 oV期
また､出土した軒丸瓦には､朝鮮半島の様式を受0

0

け継ぐ単弁八葉蓮華文と呼ばれる文様が施されて O

います。 0
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大宰府から60 km南に位置、兵姑基地として、
｢隼人」対策の拠点としても機能していた？
鞠智城は熊本県北部､山鹿市と菊池市にまたがって所在しています。ここは大宰

府政庁から直線距離で60kmあまりとやや距離が離れていることから､大宰府政庁を
直接守るために築かれた大野城や基舞城とは役割が異なると考えられています。
この一帯は古代から穀倉地帯として知られており、また｢車路」と呼ばれる官道が

通る交通の要衝となっていることから、鞠智城は､大宰府に武器や食糧を供給する
兵姑基地の役割を担っていたのではないかと思われます。
さらに､鞠智城は古代山城の中で最も南に位置しています｡所在地は､菊池川の北

岸にある米原台地上にあたり、南側の広大な平野部や遠くは雲仙島原の山々まで見
渡せることなどからも、朝鮮半島からの侵攻に対するだけでなく、南方の｢隼人｣に
対する抑えの拠点としても機能していたのではないか、と推察されています。

鞠智城は､7世紀後半から10世紀半ばまで、
約300年間も存続した。
鞠智城が初めて文献に登場するのは｢続日本紀｣で､ 6 9 8年大宰

府に大野城､基舞城､鞠智城を修理させたという記事です。
その後､ ｢文徳実録｣には､858年､菊池城院の兵庫(武器庫)の鼓

が勝手に鳴ったという記録が残されています（この記事から「鞠
智｣の字が｢菊池｣に変わる）。また､菊池城院の不動倉(米倉)が火
災にあったと書かれています。
そして｢三代実録｣に､879年､再び菊池城院の兵庫の戸が勝手に

鳴ると書かれています。この記事を最後に鞠智城の存在は文献か
ら姿を消しますが､発掘調査の結果､その後も鞠智城は存続し、
900年代の半ばまで続いていたと考えられています。

鮴：
↑ 羊 寅

溌
'f魚介 ,島
f 零 寸

瀦：
鼠賞父
為 月ザ

瀧遼腎具
使 肉 氏
T 皐 蒋

了続日本紀』に記載された鞠智城の記事

？

0

〆篭職澤

謹篝耀． 謡“
黛 州

窪 ゞ -軟

錘 機

、禦覺篭鍵

；

；

I

I

畢
貼
男

蛎

蒜

握
 

や

蟻
峰
津

鐺
風
巡
蝋
画

詞
や
延
律
風
欣
旬
奨
為
急
寅
迩
炊
圏
翠
抜
献
万
鈎
両
尿
暴
島
丁

錯
灌
祢
的
峰
八
』
真
虞
奪
詞
ャ
刺
良
采
椿
卒
 
桑
蝋
反
復
萱
賦

士
ｆ
年
選
獄
言
恥
評
副
有
停
薗
垂
嘆
夷
轌
終
僻
垂
唾
氏
剛

爽
萄
客
上
不
命
殿
等
族
生
姶
剣
冨
洩
令
倫
兵
巧
布
衣
引
き
冬
紫

涛
戯
遜
今
傘
凌
兵
倦
侍
主
へ
芥
局
居
珂
累
昌
夷
下
野
倫
胴
二
因

献
赤
島
伊
球
鞠
紙
命
鍋
暴
永
砥
真
潰
玲
晶
橋
捌
艮
吟
爆
昌
為
仔

等
守
風
胤
卑
昌
川
朝
陸
小
之
為
襲
膿
守
旦
燭
俘
簿
勵
献
偽
媛
べ

月
戊
子
摘
爽
呵
足
今
賜
鍵
雲
痢
？
舞
罰
羅
凍
帆
良
眼
聯
・
》
一
紘
棄

今
大
言
-府
鎚
泊



鞠智城の全貌

八角形鼓楼

池ノ尾門跡

鞠智城は周長約3.5km、面積約55ha、標高90～171 mの範囲が真の城域となっています。城域の
中央付近では古代山城では国内初となる八角形建物跡をはじめとする72棟の建物跡や貯水池跡
などが、外周では城門跡や土塁跡など当時の姿を物語る貴重な遺構が相次いで発見されています。

国内古代山城では唯
一の八角形建物跡。
中心に心柱を据え、
その周囲に八角形に
配置された柱が三重
に 巡 って い ま す ｡ 様 々
な検討を基に復元し
ています。

鞠智城の外周部分に
は、±を何度も突き固
め強固な壁をつくる
版築という大陸伝来
の 技 法 で 造 ら れ た 土
塁 の - 部 が 当 時 の ま
まに残されています。

鞠 智 城 内 で 唯 一 、 石
塁と暗渠状の通水溝
が 見 つ か り ま し た 。
幅9.6mの石塁を谷部
を塞ぐようにして構築
し ､ 防 衛 の ための施設
としていました。

三間 ( 7 . 8 m ) × 十 間
( 2 6 . 5 m ) の 長屋風
の建物で､約50人が
寝泊まりしていたよ
うです。 2棟が並列
し て い た こ と か ら 、
常時100人の兵士が
いたと考えられます。

現在確認されている
3つの城門のうちの
ひ と つ で 、 門 跡 や 道

路跡などが確認され
ています。門柱を据
え る た め の 門 礎 石 が
出十しています。

貯水池の-部が貯木場
として使われており、
建物の建設や補修の
ための木材が保管さ
れ て い ま し た 。 斧 の
柄などの木製農工具
も出士しています。

鞠智城内では貯水池
跡も見つかっており、
水汲み場などの遺構
が確認されています。
銅造菩薩立像や木簡
をはじめ重要遺物が
出十しています。

堀切門と同じく城域
の南側に設置されて
いた門跡で ､ 門の両
側で版築土塁が確認
されています。こち
ら も 門 礎 石 が 出 土 し
ています。

鞠智城内で標高が高
い場所で、360度視
界が広がります。特
に 南 、 南 西 方 向 は 見
通しがよく菊鹿盆地
や雲仙普賢岳まで望
むことができます。
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 この電子書籍は、ここまでわかった鞠智城 1 を底本として作成しました。閲

覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用し

てください。 

 底本は、古代山城がある市町村教育委員会、熊本県内の市町村教育委員会と図

書館、都道府県の教育委員会、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあり

ます。所蔵状況や利用方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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